




























合戦を鎌倉時代から 勢力を誇っている領主 鎌倉府の衝突という側面での考察は充分ではない。そこで、小山義政の乱の経過を整理していき、この乱が、鎌倉府 与えた影響に関して考えていきたい。
第一章、小山義政の乱について小山義政の乱は、小山義政と 基綱の下野国茂原での争いが発端となり、合戦が始まる。第一次討伐では、康











までの約四ヶ月間。宇都宮氏綱の乱は応安元年（一三六八）閏六月から九月上旬までの約三ヶ月間。そして、小山義政の乱は、康暦二年（一三八〇）六月一日から永徳二年（一三八二）四月十三日の約二年間に亘っている。同時期に起きた東国の騒乱と比較しても、期間が長く大規模であるといえる。また 太田荘周辺での合戦の事実から、広範囲な地域にでの合戦であったことが指摘できる。また、乱後、小山氏に関係のある 庄が鎌倉府 直轄領として機能している
（７）
。 鎌倉府権力の安定のためには、 太田庄の掌握し東国の中央部に影響力の持っていた小山氏を討つ必要があっ
た。このように小山義政 は、鎌倉府権力確立過程 な で大きな転換点といえる。註




（4）小国浩寿『鎌倉府体制と東国』 （吉川弘文館、二〇〇一）（5）杉山一弥「小山義政の乱にみる室町幕府と鎌倉府」 『栃木県立文書館・研究紀要』第十四号（栃木県立文書館、二〇一〇（6）「梅松論」 『群書類従
　
第二十』建武二年十二月十日）
（7）山田邦明「鎌倉府の直轄領」 （ 『鎌倉府と関東』校倉書房、一九九五）
